




 

乳歯の正しい管理が重要なことは論をまたない。この研究班に歯科が加わったのも,顎顔面

頭蓋の正常な成長発育の追究とともに,それを阻害するおそれのある種々の障害排除が,目

的としてあったためである。 

 ヒトの成熟度を示す生理的年齢の 1つに“歯齢(dental age)”がある。山下家の子供達

にも永久歯が萌出し始め,Hellman による咬合発育段階 IIC に到達した。これから第 2大臼

歯が萌出(IIIC)するまでの 5～6年間に,口腔内は劇的に変化する。その間の咬合の育成の

適否は,将来の咀嚼機能,外観などを大きく左右する。すなわち,生理的に脱落するまで乳臼

歯を健全に保存しておくことが,歯を介して発育に必要な刺激を顎骨に与えることになる

し,逆に,齲蝕による食物摂取,咀嚼などの障害は,顎発育のみならず,栄養不良による全身

発育の低下をも招き易い。また,歯は萌出後 1～2年が最も齲蝕にかかり易いが,それ以後は

齲蝕感受性が低下するといわれ,この短い期間の歯の管理が重要となる。さらに,歯の交代

のわずかな錯誤が永久歯期の不正咬合をひき起こすこともある。 

 このような観点から,神奈川歯科矯正学教室では,顎顔面頭蓋,とくに歯列の発育を中心

に観察を続ける一方,齲蝕発生の 1 つの因子である口腔清掃不良が生じないように徹底し

た刷掃指導をおこない,乳臼歯および新たに萌出してきた永久歯へのフッ化物塗布および

裂溝閉そくをもおこなっている。 


